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この発表では、大気圧プラズマを用いて表面処理したカーボンナノチューブ（ＣＮＴ）を分散

させたポリウレタン（ＰＵ）フィルム（５０μｍ程度）を作製した時に、プラズマがＣＮＴに与

える影響について報告する。 

 

ＣＮＴは機械的特性や熱伝導度などの優

位性により、多くの人によって注目されてき

た。[1] ＣＮＴの応用には溶媒に分散させ

ることが必要不可欠で、その代表的な方法と

してＣＮＴの表面に化学的・物理的な方法等

により置換基を導入する手法が多く使われ

ている。[2] 一方、大気圧プラズマを用い

て、豊富なラジカル粒子による物質の表面処

理が広く行われている。[3] そのような背景

を踏まえ、我々はプラズマを使ってＣＮＴ表面

処理をして親水性に及ぼす効果を与えるかど

うかを調べてきた。[4] 

Figure 1 はＣＮＴを大気圧プラズマで表

面処理するための装置を示している。図のよ

うに、５ｍｇのマルチウォールＣＮＴ

（CM-95J: JEIO Co, Ltd 製）を石英試験管底

部に入れ、下部７ｃｍ程度を１５ｋＶの誘電

バリア放電に１５分間さらした。その後、表

面処理したＣＮＴをＰＵ入りの溶液と混ぜ

て、その溶媒のみを蒸発させてフィルムを作

った。 

講演では、①ＰＵフィルム内のＣＮＴの分

散具合と②ＣＮＴが混入するＰＵフィルム

の分析に重点を置いて報告する予定である。

プラズマ処理を施したＣＮＴは、ジアミノエ

タノール中で超音波処理を施したＣＮＴと

比較したところ、フィルム内で固まりになり

にくく、よく分散をすることが確認された。 
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